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2014 年 
 1 月 

 

234 号 

 

積

算

資

料

電

子

版 
 

一
般
財
団
法
人

経 

済 

調 

査 

会 
 

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
‐
一
三-

一
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
銀
座
三
井
ビ
ル 

 

電 

話 
 

〇
三
‐
三
五
四
二
‐
九
二
九
一 

 
 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

細
沼 

順
人 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

電
話  

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
   

電 

話   

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八 

王 

子 

鈴 

機 
 
 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電 

話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

 

 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す 

 
 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電 

話 
  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八 

 

謹
賀
新
年 

 
 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す 

 

有
限
会
社 

丸  

善  

産  

業 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 

電
話 

  

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役 

 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一
六 

 
 
 

電 

話  

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

 

富 

岳 

物 

産 

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

所
長 

小
山 

智
禎 

昭
島
市
郷
地
町
三
‐
一
‐
一
二 

ワ
ロ
ム
ビ
ル 

 

 
 
 
 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
〇
〇
‐
二
四
五
一 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
四
‐
一
六
二
一 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

 

昭
石
加
工
株
式
会
社 

 
 

電 

話 
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 
 

 事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他 

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

法 

面 

保 

護 

工 

事 
株
式
会
社  

明 
 
 

商 
 
 
 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

電 
話  

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

 

「
建
設
業
界
に
か
か
る
期
待
」 

 
 
 
 
 

理 

事 

長   

細 

沼 

順 

人 
 

｢

実
感
で
き
る
景
気
回
復
を｣

 
 
 
 
 
 
 
 

環
境
兼
内
閣
府
副
大
臣 

 

衆
議
院
議
員 

井 

上 

信 

治 
 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

政
治
状
況
も
徐
々
に
安
定
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
従

っ
て
経
済
政
策
の
効
果
も
少
し
ず
つ
見
え
始
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
建
設
業
に
携
わ
っ
て
い
る
立
場
と
し

て
、
久
々
に
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
せ
め
て
今
年
く

ら
い
は
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
頭
所
感
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
の
明
る
い
話
題
と
し
て
二
〇
二
〇
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
前
に
あ
た
る
一

九
六
四
年
の
開
催
は
高
度
経
済
成
長
期
の
只
中
で
、
敗

戦
か
ら
の
復
興
を
経
て
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た

す
契
機
と
な
り
高
速
道
路
や
新
幹
線
の
開
通
な
ど
で

日
本
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
現
状
の
わ

が
国
が
抱
え
た
諸
問
題
を
考
慮
す
る
と
、
決
し
て

そ
の
再
来
と
浮
か
れ
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
東
京
の
建
設
業
界
に
と
っ
て
努
力
次
第
で
誇

り
と
自
信
を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の

成
果
は
将
来
の
日
本
国
に
大
い
な
る
繁
栄
を
も
た

ら
す
は
ず
で
す
。 

一
方
で
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
脚
に
代
表
さ
れ
る
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
大
部
分
は
、
前
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
五
十
年
近

く
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
る
老
朽
化
が
顕
在
化
し

て
、
安
全
面
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
状
況
も

見
え
て
お
り
、
再
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。
ま
た
地

震
・
津
波
や
大
型
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
対 

策
も
待
っ
た
な
し
で
あ
り
、
建
設
業

界
に
か
け
ら
れ
て
い
る
期
待
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、

現
在
で
も
不
足
傾
向
に
あ
る
技
術

者
・
技
能
者
を
充
足
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
過
度
な
受
注
競
争
に
よ
る

消
耗
を
繰
り
返
す
よ
り
は
、
各
地
域

の
建
設
業
者
が
協
力
し
合
い
発
注

者
と
共
有
し
た
目
標
に
向
か
う
方

が
有
意
義
で
や
り
が
い
に
繋
が
り

ま
す
。
各
業
者
の
成
長
が
期
待
さ

れ
、
ひ
い
て
は
技
術
者
・
技
能
者
も

増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
西
多
摩

建
設
業
協
同
組
合
員
各
位
の
ご
健

康
な
ら
び
に
次
世
代
の
日
本
国
の

繁
栄
を
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

引
き
続
き
福
島
県
を
は
じ
め
と
す

る
被
災
地
に
通
い
、
一
日
も
早
い
復

興
に
向
け
て
全
身
全
霊
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
今
年
六
月
に
は
い
よ
い

よ
圏
央
道
を
東
名
道
と
結
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
利
便
性
が
高
ま
り
、

交
通
の
流
れ
が
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
起
爆

剤
と
し
、
西
多
摩
地
域
に
お
い
て
も

道
路
・
橋
・
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
更
な

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
地
元
・
西
多

摩
の
建
設
業
者
の
皆
さ
ま
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

細
沼
順
人
理
事
長
を
は
じ
め
西
多
摩
建
設
業
協
同
組

合
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
西
多
摩
地
域
の

発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。 

昨
年
来
、
安
倍
政
権
に
よ
る
経
済
対
策
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
着
実
に
上
向
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
効
果
は
ま
だ
ま
だ
大

企
業
や
大
都
市
に
限
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
は
こ
れ

を
中
小
零
細
企
業
や
地
方
都
市
に
も
確
実
に
波
及
さ

せ
、
国
民
全
体
が
景
気
回
復
を
本
当
に
実
感
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
も
重
要
な
公
共
事
業
予
算
は
、
平
成
二

十
六
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
約
五
．
九
七
兆
円

と
、
民
主
党
政
権
時
代
に
比
べ
て
約
三
十
％
の
大
幅

増
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
建
設
業
界
に
と
っ
て
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

は
、
や
は
り
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
で
す
。
海
外
か
ら
も

多
く
の
観
光
客
が
東
京
を
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
関
連
施
設
の
建
設
、
都
市
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
・
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
に
備
え

て
防
災
対
策
を
進
め
る｢

国
土
強
靭
化
基
本
法｣
を

成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

今
後
起
こ
り
う
る
大
規
模
災
害
か
ら
国
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修

な
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
と
合
わ
せ
て
国
土
強

靭
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
気
に
加
速
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

他
方
、
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
早
や
三
年
と
な
り
、
そ
の
復
興
も
さ
ら
に
加
速

化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
被
災
地
に

お
い
て
、
建
設
業
者
の
方
々
が
住
宅
再
建
や
除
染
作

業
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
復
興
は
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
が
、
私
も
、
環
境
兼
内
閣
府
副
大
臣
と
し
て
、 

新 

年 

の 

挨 

拶 
 
 
 
       

 

東 

京 

都 

議 

会 

議 

員 
 
  

 
 
 

野 

村 

有 

信 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
都
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
こ
と
昨
年
六
月
に
行

わ
れ
た
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
に 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

 



    西多摩建設業協同組合  広報委員会  ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０ 平成２６年１月１６日  第２３４号（２）  

 
                                                                       

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

            

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅 

尾 

洋 

和 
 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

電 

話  

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

  コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

電 

話 
 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠 

原 

嗣 

雄 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

 

電 

話  

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

 

 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞  

穂  

支  

店 
瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

電 
話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

 

有
限
会
社 

ナ
カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

 

代
表
取
締
役 

中
川 

克
己 

埼
玉
県
入
間
市
寺
竹
五
三
九
‐
八 

 
 

電 

話   

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
三
二
二
六 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
一
九
九
八 

 

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
販
売 

株
式
会
社 

中
村
建
材
工
業 

代
表
取
締
役 

中 

村 

常 

一 

あ
き
る
野
市
雨
間
三
二
二
―
一 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
〇
〇
二
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
〇
〇
四
五 

 

式

場

使

用

料

無

料 

そ

う

し

ん

ホ

ー

ル

青

梅 
 
 

 
 
 
 

青
梅
市
末
広
町
一-

二-

一 

 
 
 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
六
六 

 

株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス 

代
表
取
締
役 

森 

屋 

光 

石 
 

昭
島
市
拝
島
町
三
‐
二
‐
二
五 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
四
九
‐
〇
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
九
‐
〇
一
二
〇 

 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電 

話  

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 保
安
用
品
の
レ
ン
タ
ル
・
販
売 

株
式
会
社 

標 

識 

一 

番 

武
蔵
村
山
市
三
ツ
藤
一
‐
八
‐
六 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
五
一 

 

株
式
会
社 

イ
ー
エ
ス
ピ
ー 

代
表
取
締
役 

高 

橋 

美 

作 
 

羽
村
市
富
士
見
平
二
‐
一
‐
五 

 

 
 
 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
五 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
八 

 
 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

林 

田 
 
 

武 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
平
成

二
十
六
年
の
新
春
を
迎
え
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
存
じ
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
西
建
協
の
皆
様
に
一
方
な
ら
ぬ
お
世

話
に
な
り
、
六
月
の
都
議
会
議
員
選
挙
で
は
四
回

目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め

て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

都
議
選
の
結
果
、
わ
が
自
民
党
は
三
十
八
か
ら

五
十
九
と
大
幅
に
議
席
を
増
や
し
ま
し
た
。
た
だ

票
の
た
め
、
議
席
を
増
や
し
た
い
と
い
う
目
的
だ

け
で
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
公
共
事

業
よ
り
福
祉
と
称
し
て
税
金
を
バ
ラ
マ
ク
。
愚
か

な
大
衆
迎
合
の
政
治
は
社
会
を
衰
退
さ
せ
る
大

き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。
国
民
、
都
民
の
良
識
は

た
だ
き
、
い
ま
日
本
の
か
じ
取
り
は
阿
倍
内
閣 

 

「
や
っ
ぱ
り
自
民
党
」
と
い
う
結
果
を
い

の
下
、
国
民
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、
政
治
、

経
済
、
外
交
、
そ
し
て
何
よ
り
も
国
民
の

生
活
、
景
気
の
回
復
に
向
か
っ
て
着
実
に

進
行
し
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
の
ビ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
言
え
ば
、

何
と
い
っ
て
も
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決

ま
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
か
ら

五
十
六
年
ぶ
り
に
開
か
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
。
あ
と
七
年
後
に
向
け
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
中
心
で

活
躍
し
た
猪
瀬
知
事
が
自
ら
の
事
件
で

失
脚
し
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
新
し
い 

知
事
の
下
で
、
し
っ
か
り
軌
道
に
乗
せ
て
、
夢

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

都
政
に
お
い
て
は
平
成
二
十
六
年
度
の
一
般

会
計
予
算
が
昨
年
よ
り
一
六
六
八
億
円
増
の
六

兆
四
三
〇
八
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
都
政
に
は

行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
「
東
京
を
世

界
で
一
番
の
都
市
に
す
る
」
二
十
年
後
三
十
年

後
を
見
据
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
、

東
京
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
私
達

の
役
目
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す 

 

結
び
に
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
ご
発
展
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

  

 
 

新
た
な
る
決
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

島 

田 

幸 

成 

に
お
き
ま
し
て
、
各
方
面
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
を

賜
り
、
五
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

都
政
に
一
層
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
長
引
く
デ
フ
レ
か

ら
反
転
す
る
兆
し
が
表
れ
て
い
る
と
評
価
し
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
そ
の
実
感
が
得
ら
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
つ
い
に
二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
決
定
や
富
士
山
が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
青
梅
市
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
大
手
企
業
の
撤
退
、
産
業
の
空

洞
化
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み

つ
つ
あ
る
中
、
税
収
の
落
ち
込
み
や
福

祉
・
保
健
・
医
療
対
策
等
に
か
か
る
経
費

の
増
大
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
金
の
削
減

な
ど
、
皆
様
が
承
知
の
通
り
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

地
元
青
梅
市
・
西
多
摩
の
都
市
基
盤
整

備
に
つ
い
て
は
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組

合
の
会
員
の
皆
さ
ま
を
中
心
に
、
都
市
基

盤 

盤
整
備
工
事
・
災
害
復
旧
工
事
等
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
二
〇
二
〇

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
大
い
に
歓
迎

し
ま
す
が
、
直
接
に
は
開
催
地
域
で
な

い
三
多
摩
地
域
が
将
来
プ
ラ
ス
に
な
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
念

願
し
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
組
合
並
び
に
会
員
各
企

業
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

ま
し
た
。 

ま
た
、
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
多

発
し
、
大
島
町
で
発
生
し
た
土
石
流
に
よ
る

災
害
は
甚
大
な
も
の
で
し
た
。
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、
災
害
に
強
い

街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

西
多
摩
地
域
に
お
い
て
も
、
昨
年
七
月
に

檜
原
村
笹
久
保
の
が
け
崩
れ
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様

が
迅
速
な
対
応
を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
猪
瀬
前
知
事
が
徳
洲
会
か
ら
の
資

金
問
題
で
辞
任
し
ま
し
た
が
、
都
政
は
停
滞

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
厳
し
い
寒
さ
で
は
あ
っ
た
も
の
の
穏

や
か
な
正
月
で
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
明
る
い

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
旧
年

中
は
様
々
な
工
事
や
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域

社
会
の
た
め
に
お
力
を
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
平
素
は
暖
か
い
ご

支
援
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

皆
様
方
の
お
力
添
い
を
頂
い
た
結
果
、
東
京
都
議

会
議
員
二
期
目
へ
新
た
な
る
決
意
を
も
っ
て
活

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ 

都
政
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
定
、
ス
ポ
ー
ツ
祭

東
京
多
摩
国
体
が
西
多
摩
地
域
で
も
開
催
さ
れ

す
る
こ
と
な
く
前
に
進
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
決
意
を
も
っ
て
東
京
、
西
多
摩
の
産
業

力
、
建
設
力
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
行
動

を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

私
は
、
災
害
に
対
応
し
た
防
災
力
の
強
化
や

福
祉
な
ど
、
都
民
の
生
活
に
直
結
す
る
全
都
的

な
課
題
を
は
じ
め
、
生
ま
れ
、
育
て
て
く
れ
た

西
多
摩
地
域
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
と
豊
か
な

自
然
環
境
の
保
護
と
活
用
等
に
全
力
を
尽
く
し

て
参
る
所
存
で
す
。 

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
会
員
の
皆

様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 
 

◇お知らせ◇    
平成２５年度 東京都建設局初

動対応訓練実施に伴う、 
道路啓開協定業者の参加案内  
初動対応訓練等により、災害発生時

における対応能力向上を図る。 
日時 １月２９日（金）午前中 
内容 情報連絡訓練の強化 
（道路啓開協力業者との連絡訓練） 

訓練報告先 

 西多摩建設事務所 補修課まで 

《実施詳細は組合員の皆様に 
１月中旬ご案内致します》 

   災害対策特別委員会 


